
実証試験の概要 対馬の実証設備（長崎県）
対象離島 蓄電池容量（kW） 実証予定期間

壱　　岐（長 崎 県）
対　　馬（長 崎 県）
種 子 島（鹿児島県）
奄美大島（鹿児島県）

4,000
3,500
3,000
2,000

2012～2014年度

2013～2016年度

（注）経産省（壱岐）及び環境省（その他3島）の補助事業。
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火力発電所の高効率化により、CO2の排出抑制につなげてもらい
たい。
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のご意見

送電線や配電線で失われる電気（送配電ロス）の
低減への取組みは、効率良く電気をお客さまにお届
けするために必要なことに加え、火力発電所の燃料
使用量削減やCO２排出量抑制にもつながります。
これまでに送電電圧の高電圧化や低損失型変圧
器の導入などの対策を実施してきた結果、当社の
2013年度の送配電ロス率は4.8％となっており、国
際的にも低い水準を維持しています。

（4） 送配電ロスの低減
離島では、系統規模が九州本土と比べて小さいため、出力変動が大きい太陽光・風力が連系されると、系統周
波数の変動が大きくなり、系統の安定性に影響を与えやすくなるという特徴があります。
離島においても、太陽光・風力の導入拡大を図りつつ、電力の安定供給を維持するため、以下の離島において
蓄電池を設置し、太陽光等による周波数変動を抑制する実証事業に取り組んでいます。

■ 離島における蓄電池実証事業

火力発電については、長期にわたり安定的に燃料を確保するため、ＬＮＧ（液化天然ガス）や石炭など、燃料の多
様化を行うとともに、燃料使用量及びＣＯ２排出抑制の観点から、総合熱効率の維持・向上に取り組んでいます。
2013年度は、引き続き熱効率の良いＬＮＧ・石炭火力
発電所の高稼働に努めた結果、39.4％（送電端）と高水
準を維持しました。
今後とも、新大分発電所における1号系列ガスター

ビンの高効率化（2009～2014年）や最新鋭のガスコ
ンバインドサイクル発電設備の開発（48万kW、2016
年度営業運転開始予定）など、火力発電の更なる高効
率化に向けて取組みを進めていきます。

（3） 火力発電所の熱効率の維持・向上

計　画　概　要

新大分発電所3号系列第4軸の概要
項　目

48万kW

高効率コンバインドサイクル発電

54.5％（高位発熱量ベース）
60.3％（低位発熱量ベース）

液化天然ガス（LNG）

定格出力

方　　式

熱 効 率
（発電端）

使用燃料

　当社は、新大分発電所において、世界最高水準の高効率
ＬＮＧコンバインドサイクル発電設備を、2016年7月の営業
運転開始に向け開発中です。この設備の導入により、既設火
力発電所の燃料使用量が抑制できるため、年間40万トン程
度※のＣＯ２排出抑制につながると試算しています。
※：燃料種ごとのCO2排出係数には、「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」
（環境省）に掲載の値を用いて試算。

■ 新大分発電所3号系列第4軸の増設への取組み

お客さまにムリなくムダなく上手に電気を使って
いただく省エネルギーの提案を中心とした「省エネ
快適ライフ」を推進しています。

お客さまの節電・省エネにつながる取組みを進めるとともに、当社自らや社員の家庭においても一層の節電・
省エネ活動に取り組んでいます。

（1） お客さまの節電・省エネにつながる取組み
 

設備の運用改善や、ヒートポンプをはじめとする
高効率機器への更新等による節電・省エネ提案な
ど、エネルギーの
効率的利用に資
する活動を展開し
ています。

～ 法人お客さまに対する取組み ～

電気の使用面での取組み3

省エネ・省CO2活動に取り組ん
でいただく際に役立つ情報を、わ
かりやすく紹介したパンフレットを
お客さまに配布するとともに、ホ
ームページなどでも省エネのＰＲ
を行っています。また、各営業所
のホームアドバイザーが、上手な
電気の使い方などを紹介する講
座を開いています。

■ 省エネのPR

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　 よくわかる電気の省エネWEB

パンフレット

～ 一般お客さまに対する取組み ～

省エネ関連情報・節電対策のご紹介
技術開発における取組み

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　 WEB

当社ホームページにおける省エネ関連情報

日頃より節電へご協力いただき、誠にありがとうございます。
　今夏の電力需給については、原子力発電所の再稼動がなく、電源開発㈱松浦火力２号機の運転再開が見込め
ない場合、あらゆる供給力対策を織り込むことで、安定供給に必要な予備力(予備率３％)を何とか確保できる見
通しですが、昨夏より大幅に厳しい需給状況となることが予想されます。
　このため、お客さまには、少なくとも、昨夏お取り組みいただいた節電を目安に生活・健康や生産・経済活動に
支障のない範囲内で可能な限り、節電にご協力いただきますよう、お願いいたします。

節電へのご協力をお願いします。

【節電にご協力いただきたい期間・時間】
・期間：2014年7月1日（火）～9月30日（火）の平日（お盆期間8月13日～8月15日を除く）
・時間：9時～20時
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Ⅰ
出典：電気事業便覧（平成25年版）より作成

送配電ロス率の各国比較 単位：％
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【参考】 火力発電の役割と電源ごとのメリット・デメリット

石 炭

Ｌ Ｎ Ｇ

石 油

●燃料の調達先が石油に比べ
　分散している。
●ＣＯ２の排出量が少ない。
●長期契約中心であり供給が安定。

●燃料輸送費が高い。
●インフラ整備が必要。
●スポット市場が小さい。
●価格が高め。
●貯蔵、輸送が難しい。

●資源量が豊富。
●燃料の調達先が石油に比べ
　分散している。
●他の化石燃料と比べ
　低価格で安定している。

●発電過程でＣＯ２の
　排出量が多い。

●価格は高めであり、
　燃料価格の変動が大きい。
●中東依存度が高い。
　（2011年実績87％）

●燃料貯蔵が容易。
●供給弾力性に優れる。

出典：総合資源エネルギー調査会 基本問題委員会資料より抜粋

デメリットメリット電源種　火力発電は、エネルギーの安全保障、経済性の観点か
ら望ましい電源構成を実現する上で重要な位置付けにあ
ることに加え、調整力が優れていることから、太陽光発
電等の再生可能エネルギーの大量導入時における系統
安定化対策に不可欠な存在でもあり、今後も極めて重要
な役割を果たすとされています。
　ただし、火力発電には、電源種ごとにそれぞれメリット・
デメリットがあることから、その開発・運用にあたっては、
供給の安定性、経済性、環境特性、電源ごとの運転特性
等を踏まえた最適な電源構成とすることが重要です。

火力総合熱効率（高位発熱量ベース）
熱効率（発電端） 熱効率（送電端）火力機の熱効率最高値（設計値）

（年度）

単位：％

（注）［　］内は、総合エネルギー統計の換算係数等を用いた低位発熱量ベース換算値。
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